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 班蒲は珪質凝をもつr巨細胞藻類であ?て・淡小も汽!k・海甘く中で浮遊性,文段底凄生活をする。
 こ11'1らの珪質殻は遺骸として地層中に保序ごきl11.、池台として差見さ∫ロる。特に,第■三紀以降にむい
 ては汎世界的に∫腰hl渠層か広く分布しているので,珪藻化石にもとづく堆積環境の解明.身、・よひ生層
 位学的分帯は可能て・あり,有意義てある。
 筆者は裏目本油田地帯の模式地である秋田県男鹿半島に分布する中断続およひ解析統に含まれる
 珪藻化て∫を古理境の解明,生層位学的分帯の確立という2つの面から研究,考察した。取り扱った
 試料は、下位よ航女川屑,船川層,北浦層,脇本層および鮪川層の全層封よびそれらのうちの幾
 層かにト5二る4木の路線から採集した90個の試料であり,それらの採集地点,層位学的位置なと'
 を記した。各,試料からの撒布スライドのf乍製法,検鏡法を記し,検鏡した結果全試料を通じ57属
 228種の珪藻化石種か同定されたことを表示した。
 各珪藻化石種の相対頻度は,各試料を代表する撒布スライド中より任意に200個の珪藻殼を同定
 して,算定することによって得た。
 それらの相対頻度をもとにして,珪藻遺骸群集を解析した結果,次のよう左群集の主な特徴を導
 き出し得たことを記し,図fヒした。
 L試料lg中に含まれている珪藻殼数を概算したところ,女川層の珪藻質泥岩からの試料には
 平均30XlO6珪藻殻,それより上位の地層からの全ての試料(主として泥岩,シルト岩)には
 2.3ソ106珪藻殻の含まれていることが判った。この結果を,太平洋お・よひ陸奥湾における現世
 堆積物中の珪藻殼数と比較,検討した。
 2.珪藻遺影群集中にむける現棲極数の割合は,地層の時代が若ぐなる一女川届(中新世)よ
 り鮪川層(解析肚)につれて増加すろことが判明した。
 3.女川層むよび船川層に含まれる珪藻遺骸群集中の珪藻種はほとんど全て海棲種であるが,そ
 れより上位の北浦層,脇本層むよひ鮪川層を代表する試料からの珪藻遺骸群集では,淡水棲種や汽
 水接種の出現頻度の増加か認められる。これは,細粒砕屑物の堆積を通じての,海域堆積盆地内で
 の水深の変化および堆積盆地内への淡水の流入か女川屑拾よぴ船川層の堆積時よりも北浦期以降に
 お・いて増加したことによると解釈した。
 4.珪藻遺骸群集中の海棲底棲種の頻度の増減は・淡水接種や汽水接種のそれと一致しているこ
 とカ∫半Ilつた。
 上述の諸事実は,珪藻遺骸群集中に分ける種組成の変化が種の進化的要因によるほかにいろいろ
 な環境要因の影響によっていることを暗示していると解釈した理由を傍証をあげて説明した。
 珪藻化石にもとづく第三系層序の細分を主な目的とした木研究では,堆積盆地内での水深の変化
 や盆地内へ流入する淡水などによる地域的影響を生層位学約分帯から取り除くため,海楼浮遊性種
 のみを取り扱ったことを記した。
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 海1妻浮遊性極0)層位学rlリ力市を解1片すろため,各,試料0)撒布スラィトより海楼浮遊性種0)みを
 20〔〕個体任意州Il「1して,各種。)1:「1対頻度を求め,その糸、ll果を表示した。ll・1定さlnた海1=フ醤浮遊性種はぎ
 16属60種に.いよんだ。それら60種の巾から,生層位学lrl分llllに活川できる25孤(うち17種は
 絶滅種)の特徴種を選定した理由を1記した。それらの特徴弄1窪にもとづいて,各路線ごとに珪藻化石
 分帯を行い各化石帯の特徴を見つけ出した後に.それらを比較.検討したことを記し,図表化した。
 その結果・次のような順序に重たる7珪藻化石帯か設定された。
 月i藻化石帯1:Co36fη04袷α{syσわ6zone.Kanaya(1959)の60s扉ηo漉sαAsyθ加∫
 ZOnCに横}ljする。化石帯1と化石帯II以上とは,種の組成の点で著しく異っていて1識別し得
 る。即ち,化石帯1では絶滅種か群集の大部分を占めているか,化石帯H以上では種組成の完
 石≧な夏菊1は1謎メめらズL;ない。
 f琶藻化石帯H:6・S6f'1・げかS・～イ3"町ξ初嬬一〇副碗iα々α?ηis・hθ∫ガ・・Z`)ne,Kanaya
 (1959)のG群集に相当する。
 珪藻化石11抽:ρ8漉・Z吻ノ'マ捌8疏f-6・S6f・1・ゴf3・∫'S?ηθ}πガn・'14SZ。ne.随伴融よ
 !fo々ηooyo彪so且`rり酬了,彪3,Thθ彪∬∫os∫γσα雇∫σ1,0で」)る。
 珪藻化石帯厚:C・蹴f・伽`πsfη噌廊一Fr哩餌碑・麺S頑・・撒Z・ne.随伴種は
 Cos加。漉So1イ3∫η∠θrs80伽s,Co36∫1zo`1f36z偲α“・り疏,Z1乙so."!初卯,R1ぬosoZ8η∫o
 似08加響。加∫などで」)る。
 ∫齢藁・1ヒ石台}V:ThoJσ33ご05どroηo1ど∂o-Thθ∠α33ガosガrσ:'z6ピ∠zη`z`～zone。随伴下重は
 ThoJα∬∫03∫廻属の各種,F短g諾αTzoか%3〆め。ε下直αである。
 珪藻化石帯W:ρ2η'∫01`彪hz`3!2d々∫zone.珪藻化石を含む試料がすくなく,充分左検討
 ・ど付差ない。
 王腋1化そ滞Ml:∂θ11∫fα`Zα初刷s・h盈`・z・ne.随伴種はC・s碗顧3偽"!・吻側㍑s
 である。この化石帯は,化石帯Hに於ける種組成と類似の種組成を示しているか,化石帯皿以
 ヒになってから出現した種を多数随伴することによって化石帯∬から容易に,識別され得る。
 梅棲浮遊性の珪藻種を支配し・その群集型の形成に関与する,に要な生態的要因の一つは海水温で
 あると考えられる。既存の資料や近年の研究による,海底底質の表層中に含まれる各珪藻種の地理
 的分布にもとづいて,寒流系珪藻と暖流系珪藻を選別した。上述のように分帯した各化石帯の海楼浮
 遊性珪藻群集の種構成の変遷を,それら寒流系珪藻と暖流系珪藻にもとづいて,古水温の影響の観
 点から考察した結果,次のようなことか判明した。
 珪藻化石帯1:・群集中での現棲種の頻度が低く,充分な検討は出来ないが,.60SO加。漉舘麗
 ッ。施ゴの地理的分布,共存種などより判断して,この化石帯に含まれ.る群集は暖流系水に影
 響された種より主に構成されている。
 珪藻化石帯E:寒流系種より成る群集。
 珪藻化石帯皿:寒流系種より成る群集。
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 工手藻化石帯M:暖流系種より成る群集。
 珪藻化石帯V:下部と上部は主に暖流系種より構成され,中部は寒流系種により構成されて
 いる。
 珪藻化石帯W:試料がすくなく充分な検討ができない。
 珪藻化石帯W:寒流系種より構成されている群集。
 各針藻遺骸群集にむいて,一般に寒流系種が優勢であるため,暖流系水の影響を示す暖流系種
 の出現は顕著である。従って,暖流系陣より構成される群集の珪藻化石帯1,A1,むよびVはか
 なり明確に規定され得る。
 16国60極のゆから選定した11属25挿の海棲浮遊性手無こもとづく化石帯の分帯は,各珪藻挿
 の時r1Fll絢経過による進化的要因のほかに,それらの珪藻種が生存していた当時の海水温の反映と
 いう要因によってなされていることが判明した。
 最後に.木研究が今後どのように発展させられるべきかについて若干の考察をした。即ち,本
 研究で行った方法によって,各地域ごとに珪藻遺骸群集の垂直的変化を確認し,その垂直的変化
 を通じて表層海流が暖流系水,あるいは寒流系水のいずれに,どのように影響きれたかを検討し
 て,表層海流系の変遷を把握できれば,より広範囲な地域での対比が可能となり,更に海流系の
 異なる群集の時代的対比も可能となるであろう。
 末尾に本研究において'言及した50属206種の珪藻種をアルフアベ。ト順に列記し,種の出典と
 主なる引用文献を合わせ記した。更に出現頻度の高い主なる珪藻種と海棲浮遊性種全種の顕微鏡
 写真を図版にフ貢した。
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 論文審査結果の要冒
 小泉格提出の論文は秋田県男鹿半島地域鷹.三系の化石珪蕪群と題している。
 小泉は男鹿半島に発達分布する笛三系の化石珪藻群による生物層位学的研究を特に堆積物との関
 係,化石帯の可能性,化石珪藻による各地層の堆積環境,堆積盆の安定性,並びに堆積物供給源と
 後背地との関係について詳細な記載,考察および問題点について述べている。化石珪蒲の分ロ類も行
 なっている。男鹿半島は裏日本油田地帯の標準層序をなしているところで,その各地層から産する
 微化石特に化石珪藻(底棲,浮游臨海棲,淡水棲,汽水棲)は多く産するが従来,系統的な研究
 がなされていなかった。
 小泉は特に浮游性珪藻16属60種に基いて生物層位学を行なった。化石珪藻としては57属228種を
 識別することに成功している。
 化石珪藻の水平・垂直的分布並びに各層準の群集についてよく検討し,結果として7つの化石帯
 を認めている。層準並びに化石帯は次の如くである。
 上部脇本～鮪川層=Z・ne7-Oe舶σ泌αKα雇。ゐ耐如α
 中部脇本層:Zone6-P8励必面α加36e4あ`
 上部船川～北浦一脇本層=Zone5一一丁加イα33'03`四肱6εびα一丁舵イα33`03`四zα加あηα8
 中部痢督1目層=Zone4一(『03σ`?認ご30μ3`和動9π`3-Fγα9躍`ZT∫oρ部3ρ戯ooeπ`oα
 中部船川層:Zone3-Oe鳩・沈砺諺語如一Co3面㎜め3・岬刀匹伽φ剛昆3
 上部女川一下部船川層:Zone2-Co30醜露なσ醐寵αγg疏厩μ3-Oe雇匠。躍ακαη乙630勧㍑郎
 中部女川層=Zone1-Oo3面磁諭3σ雌y幼e`
 珪藻群の現在における水平・垂直的分布並びに化石珪藻を産出した各層の堆積物の粒径との相互
 関係によって堆積盆地の各時期における安定性を検討するに成功している。これらの関係は後背地
 の安定性を意味するものであって,特に脇本層の中・下部は安定性を保っている。これに反して,
 脇本層上部から鮪川にかけて堆積盆地は不安定であったことを明らかにしている。
 この様にして化石植物群並びに岩相の特徴から堆積盆地内の古海洋学的考察を行なっている。
 発表ずみ論文は3篇あるが,いずれも本研究に重要なものである。よって小泉格提出の論文は理
 学博士の学位論文として合格と認める。
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